
順位 危険量

1 荒川区 荒川６丁目 9.36

2 荒川区 町屋４丁目 9.06

3 足立区 柳原２丁目 8.63

4 足立区 千住柳町 8.53

5 墨田区 京島２丁目 7.96

6 墨田区 墨田３丁目 7.74

7 足立区 千住大川町 7.22

8 江東区 北砂４丁目 7.11

9 墨田区 押上３丁目 7.1

1 0 足立区 関原２丁目 6.78

区・丁目
都内の総合危険度ランキング

順位
総合

危険度
危険量

町屋１丁目 100位 4 2.76

２丁目 27位 5 4.63

３丁目 47位 5 3.93

４丁目 2位 5 9.06

５丁目 236位 4 1.68

６丁目 295位 4 1.51

７丁目 535 3 1.10

８丁目 873位 3 0.78

町屋地域総合危険度

建物被害  194,431 棟 7,123 棟

死者  6,148 人 253 人

負傷者  93,435 人 2,300 人

避難者  約299万 人 約９万 人

荒川区

※マグニチュード7.3を想定

都心南部直下地震の被害想定

　　冬・夕方（風速８m /sc）

都内合計
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定例法律相談

１１月７日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

お気軽にご相談を

東
京
都
防
災
会
議
は
、
５
月

25
日
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク

ラ
ス
の
首
都
直
下
地
震
の
被
害

想
定
を
発
表
し
ま
し
た
（
被
害

想
定
左
囲
み
）
。

そ
れ
に
続
き
９
月
、
東
京
都

都
市
整
備
局
は
、
５
年
毎
に
行
っ

て
い
る
、
都
内
５
，
１
９
２
町

丁
目
の
「
地
震
に
関
す
る
地
域

危
険
度
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

震
度
６
強
相
当
の
地
震
が
均

等
に
発
生
し
た
場
合
の
各
町
丁

目
の
「
建
物
倒
壊
の
危
険
性
」

「
火
災
発
生
に
よ
る
延
焼
の
危

険
性
」
「
災
害
時
活
動
（
避
難

・
救
助
等
）
の
困
難
さ
」
を

「
危
険
量
」
と
し
て
測
定
、
相

対
的
に
判
定
し
て
い
ま
す
。

町
屋
地
域
は
、
町
屋
４
丁
目

が
総
合
危
険
度
５
で
全
都
で
２

番
目
に
危
険
だ
と
さ
れ
ま
し
た

（
５
年
前
は
ワ
ー
ス
ト
１
位
、

今
回
荒
川
６
丁
目
が
１
位
に
）
。

他
の
丁
目
は
、
２
、
３
丁
目
が

「
危
険
度
５
」
１
、
５
、
６
丁

目
が
「
危
険
度
４
」
７
、
８
丁

目
が
「
危
険
度
３
」
と
い
う
結

果
で
し
た
。

依
然
と
し
て
不
燃
化
特
区
の

２
、
３
、
４
丁
目
は
、
50
位
以

内
に
入
っ
て
い
ま
す
。
４
丁
目

は
、
危
険
量
は
半
減
し
て
い
ま

す
が
、
相
対
評
価
の
た
め
他
地

域
の
改
善
に
追
い
つ
か
な
い
の

が
現
状
で
す
。

い
ま
荒
川
区
で
こ
そ
、
燃
え

な
い
、
倒
れ
な
い
、
命
守
る
ま

ち
づ
く
り
が
最
重
要
課
題
で
す
。

多
額
の
税
金
と
広
大
な
区
有

地
を
差
し
出
し
て
、
タ
ワ
ー
マ

ン
シ
ョ
ン
を
つ
く
り
高
額
所
得

者
を
呼
び
込
む
大
規
模
再

開
発
は
、
見
直
し
、
防
災
、

福
祉
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
転
換
す
る
時
で
す
、

高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
生

活
と
生
業
を
守
り
な
が
ら
、
耐

震
補
強
や
家
賃
補
助
、
ま
ち
づ

く
り
を
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

近
年
発
生
し
た
地
震
で
け
が

を
し
た
原
因
を
調
べ
る
と
、
約

30
〜
50
％
の
人
が
、
家
具
類
の

転
倒
・
落
下
・
移
動
に
よ
る
も

の
で
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大

震
災
で
起
き
た
火
災
の
う
ち
電

気
関
係
が
54
％
に
上
っ
て
い
ま

す
。
建
物
が
壊
れ
な
く
て
も
、

通
電
火
災
と
家
具
転
倒
落
下
で

多
く
の
被
害
が
出
て
ま
す
。

区
の
補
助
制
度
は
、
例
え
ば
、

家
具
転
倒
防
止
器
具
設
置
で
一

般
家
庭
２
分
の
１
補
助
で
上
限

１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お

隣
足
立
区
は
、
限
度
額
５
万
円

で
す
。
思
い
切
っ

た
補
助
額
、
率

の
拡
大
で
、
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー

含
め
１
０
０
％
に
本
気
で
挑
戦

す
る
取
り
組
み
を
求
め
て
い
き

ま
す
。

都
電
通
り
も
電
柱
類
の
地
中
化

が
終
わ
っ
て
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。

尾
久
の
原
防
災
道
路
（
通
称
疎
開

道
路
）
と
都
電
通
り
の
交
差
点
に

立
つ
と
本
当
に
空
が
大
き
く
見

え
ま
す
。
以
前
の
よ
う
に
電
線

な
ど
が
ク
モ
の
巣
の
よ
う
に
道

路
の
上
を
覆
う
こ
と
が
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

や
は
り
防
災
の
こ
と
を
考
え

る
と
、
町
屋
２
、
３
、
４
丁
目

な
ど
の
生
活
道
路
を
早
く
無
電

柱
化
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
多
額
の
費
用
が
必
要

で
す
。
２
つ
の
駅
前
大
規
模
再

開
発
で
４
０
０
億
円
も
の
税
金

を
投
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
犠
牲
者
を
生
ま
な
い
た

め
に
は
、
ど
ち
ら
を
優
先
す
べ
き

で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
は
っ
き
り

し
て
い
ま
す
ね
。

横
山
幸
次

地
震
が
起
こ
る
と
耐
震
性
の

弱
い
住
宅
に
住
む
方
が
真
っ
先

に
犠
牲
に
な
り
ま
す
。
住
宅
耐

震
化
が
急
が
れ
ま
す
。
し
か
し

経
済
的
な
ど
様
々
な
理
由
で
耐

震
化
で
き
て
な
い
住
宅
に
住
ま

ざ
る
を
得
な
い
方
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
墨
田
区

な
ど
で
実
施
し
て
い
る
最
低
限

家
が
潰
れ
な
い
、
避
難
路
確
保

の
簡
易
耐
震
・
不
燃
化
の
工
事

へ
の
補
助
を
求
め
て
い
ま
す
。



日
経
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
、
法
人
企
業
統
計
で
み

た
労
働
分
配
率
の
変
化
で

す
。
２
０
２
１
年
度
は
５
．

７
ポ
イ
ン
ト
も
下
が
り
62
．

６
％
に
。
90
年
代
末
か
ら

の
低
下
傾
向
は
明
ら
か
。

こ
れ
が
家
計
消
費
を
冷

え
込
ま
せ
、
経
済
低
迷
の

根
本
要
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。
中
小
企
業
へ
の
支
援

を
強
め
最
低
賃
金
の
抜
本

引
き
上
げ
が
緊
急
に
必
要

で
す
。

・申込書配布…11月10日(木)まで。場所は区役所１階総合案内・ふ

れあい館・区民事務所など。

・申込締切…16日(水)までに渋谷郵便局必着。

オンライン申請も同日。

区内の募集は、単身可16戸、２人以上36戸、３人以上５戸、４人以

上１戸、５人以上３戸。南千住地域では、２人以上22戸、３人以上２

戸、５人以上２戸です（病死等での空き室含む）。

このうち、町屋地域では、町屋5丁目、6丁目、8丁目のすべてで募

集があります。１～2人＝6戸、2人以上＝10戸、3人以上＝3戸、4人

以上＝1戸、5人以上＝1戸などとなっています。

記入などのお手伝いが必要な方はご連絡ください。

私
た
ち
の
住
む
街
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
住
み
続
け
る
に

は
何
が
必
要
か
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
町
屋
地
域
は
、
防
災
が
最
優
先
課
題
で
す
が
、

交
通
不
便
地
域
も
あ
り
交
通
手
段
の
確
保
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
も

住
み
続
け
る
た
め
に
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

☆町屋地域の防災・福祉のまちづくり
不燃化特区だけでなく、町屋1丁目をはじめ危険度の高い地

域は多く存在しています。

地域内の公有地の確保（公園や防災スポットなど整備）、道

路の拡幅、危険なブロック塀の除去、そして何よりも住宅の耐

震・不燃化です。そのために、安全住宅に住む

ための支援を抜本的に強化することが必要です。

また、不燃化特区内では、空き家など除却し

た跡地が結構目立っていますが、ぜひ公有地と

して活用してほしいものです。

☆町屋２、３、４丁目の防災まちづくり
なんといっても、住宅の耐震、不燃化、生活道路拡幅など

待ったなしの地域です。

☆この地域にふれあい館の建設を
区は、北村園倉庫跡地をへの建設を検討中。

☆町屋５、６丁目のバリアフリー化を急いで
この地域には、都営住宅、高齢者・障害者施設、保育園などが

集中しています。歩道上の電柱移設撤去、段差解消など思い切っ

た対策が必要です。また黒枠内は、明白な交通不便地域です。

☆町屋さくらの復活など交通手段を
町屋さくらに廃止は、多くの住民の移動手

段を奪い、以前の生活を維持できなくなって

います。一刻も早い復活と移動手段の確保を

☆町屋公園（町屋７）の整備は、
住民参加で
区内で最も一人当たりの公園面積

が少ない町屋地域です。今回町屋7丁

目公園と尾竹橋公園と合わせて都市

計画公園用地と一体で整備します。

まだ事業化は先ですが、区民の声を

反映させながら整備を進めてほしい

ものです。また、公園に通じる道路

の整備も今後の課題になってきます。

☆町屋８丁目都住など交通不便地域
８丁目都営住宅の前を走っていた町屋さくらが廃止されて

困っている住民も多くおられます。一番近くの都バスの停留

所まで約400ｍ以上、町屋駅までは１キロ近くあります。町屋

さくら復活や移動手段の確保は切実です。

☆団地そば都有地の有効活用は…
この都有地は長く未利用のまま放置さ

れています。公園や高齢者施設用地とし

て活用できないのでしょうか。


